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たちは、総合的かつ高度な医療の提供を通じて、県民に

され、心あたたまる病病院をめ院を院を ざします。

心身ともに全人的なな医医医療医療を療をを療を提供提供供し供し提供 ます。ま

質の高質の高い医療い医 、特特殊殊殊・先先駆・ 駆駆駆的医医医医療療療医療的的医医 をを提供しましままますますますまますすすます。。

安全管理を徹徹底底し、患者様患者様者様様患者様本本本本位本位位本位のの本位本 医療医療を提供提供し供し供しししししししします。ますます。まます。ままますま

救命救救命救急医療急医 の充実を図り図 ます。ます。

５．．．．地域医地域医療療機関との連携に努携に めます。
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新聞やテレビで、県の情報をキャッチ！新聞やテレビで、県の情報をキャッチ！新聞やテレビで、県の情報をキャッチ！
「県からのお知らせ」（毎月1日、15日に掲載）
「おはようふくい730」（FBC／日曜）
「ほっとふくい」（ftb／1・3土曜）
「まちかど県政」（FBC、ftb／日曜）
「グラフふくい」（毎月10日発行）

新　　　聞
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　　〃
　　〃
広　報　誌

※ラジオやインター
　ネットでも提供中。

県広報課
0776-20-0220

県広報課
お問合わせ

健康長寿の福井

陽子線がん治療センター開設！！

陽子線の特長（メリット）
①がん病巣に集中照射するので、治療効果が高く、正常組織への障害が少ない
②体の機能や形が損なわれることが少ない
③手術に比べ体にかかる負担が少ない（高齢の方にも優しい治療）
④放射線の影響を受けやすい器官の近くにある病巣に対しても治療が可能
⑤通院で治療できるため、勤務しながら治療が可能

★「お子様用遊び場」では、お子様が喜ぶよ
うな絵本などを用意しています。

★小児科受診時はもちろん、小児科以外の
受診時にも、お子様連れのときは、ぜひ
ご利用ください。

★なお、お子様に安心して
遊んでいただけるよう
「お子様用遊び場」をご
利用されるお子様とその
保護者以外のご利用は
ご遠慮願います。

待ち時間には、２階小児科外来前「お子様用遊び場」をご利用ください!!

　当日は雪が降る悪天候にもかかわらず、
AOSSAの県民ホールで行われた講演に
350人の方にご来場いただきました。
　当院腫瘍内科河合泰一医長および陽子線
がん治療センター準備室山本和高技幹か
ら、不安なく、安心して受けていただける最
新のがん治療について、分かりやすくお話し
いたしました。

○難しい言葉も簡単な言葉で言い換えていただき、わかりやすかった。

○陽子線がん治療センターや陽子線治療について、理解が深まった。

「最高のがん治療をあなたに － 陽子線治療開始を前に －」
を行いました。

（参加者からのご意見）
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正常組織にはより少ない線量を、がん病巣にはより多い線量を与えることができ、治療成績の
向上と副作用の軽減を図ることができます。

かかりつけの医療機関でがんと診断され陽子線治療を希望される方は、まず主治医の先生とよく
ご相談ください。

陽子線

Ｘ線

陽子線とＸ線の線量分布

がんの大きさに合わせて
広げることが可能

（拡大ブラッグピーク）

一体表からの深さ

陽子線がん
病巣

Ｘ線

ブラッグピーク

線
量

０

前立腺がん
肝細胞がん
非小細胞肺がん
頭頸部腫瘍
転移性腫瘍（肺・肝臓・骨・リンパ節）

平成23年3月7日

 37～39回 / 約8週
 20回 / 約4週
 10、22回 / 2～4週
 26～35回 / 5～7週
 8回 / 約2週

病 　 名 治療回数 / 期間 治療開始

福井県　陽子線 検索

かかりつけの医療機関

①患者紹介

④経過観察

陽子線がん治療センター

②適応判断

③治療の実施

患者さんの病状を把握した上で、陽子線治療の対象と
なるかどうか検討・結論を出していきます。診察・検討

陽子線での治療が決まりましたら、ご本人とご家族に対して
治療に関するあらゆる情報をご説明します。

治療内容の
説明

病巣を正確に狙えるように、体を固定するための固定具を
作成します。固定具作成

固定具を装着した状態で、治療計画用のCT、MRI撮影を
行います。CT、MRI撮影

撮影したCT、MRIの画像を元に、最適な治療ができるよう
治療計画用のコンピュータで治療法を決定します。治療計画

治療を開始する前に、陽子線の量や線量分布を測定して、
治療計画通りであることを確認します。

Q A
（Quality Assurance）

治療計画の位置と合うように、毎回正確な位置合わせを
行った上で、陽子線の照射を行います。治 療

治療終了後は、当センターまたは紹介元の医療機関で
治療効果の評価を行います。経過観察

期間
CT撮影

治療計画

治療

約
１
週
間

約
２
〜
８
週
間

平成23年3月7日

　福井県は、全国トップレベルの健康長寿県であり、健康長寿日本一を目指して健康づくりへの
支援を充実・強化しています。
　この一環として、福井県立病院では、陽子線がん治療センターを開設し、3月7日より治療を開
始します。
　今回は、当センターで行われる最先端の陽子線がん治療について、ご紹介いたします。

陽子線がん治療センター
３月７日治療開始

従来の放射線治療で用いる X 線

従来の放射線治療と陽子線治療の違い

陽子線治療の対象となるがん

　体の表面近くで放射線量が最も多く、深さとともに
次第に減少していく

陽子線

　ある深さにおいて放射線量がピークになる特性（ブラッグ・
ピーク）
※エネルギー量などの調節により、このピークをがん病巣
に合わせることができる
※がん病巣より深いところには達しないので、がん病巣より後方の正常組織には照射されない

受診方法

陽子線治療の流れ

①主治医の先生から当センターへ必要な検
査データをいただく

②当センターの医師が陽子線治療の適応を
判断する

③適応と判断されれば治療を実施する

④治療後の経過観察は再びかかりつけの医
療機関で行う。

陽子線治療の費用について
　陽子線治療の費用は、公的医療保険の対象ではないため、患者の皆さまに全額ご負担いただくことになります。
　１件の陽子線治療にかかる治療費は、20回照射まで240万円、25回照射まで250万円、26回照射以上は260万
円となります。なお、県内にお住まいの方を対象にして様々な優遇制度を設けています。

※陽子線治療はまだ新しい治療法であることから、全国の既存の治療施設の治療成果等も参考にして、
今後も対象疾患は拡大していくと考えられています。

陽子線がん治療センターについて、詳しいことは

（0776）57ー 2981 8:30 ～17:00（土日祝祭日除く）

福井県立病院陽子線がん治療センター
TEL 0776-57-2980　　FAX 0776-57-2988　　E-mail  youshisen@pref.fukui.lg.jp

http://info.pref.fukui.jp/imu/fph/youshisen/

相談専用
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新聞やテレビで、県の情報をキャッチ！新聞やテレビで、県の情報をキャッチ！新聞やテレビで、県の情報をキャッチ！
「県からのお知らせ」（毎月1日、15日に掲載）
「おはようふくい730」（FBC／日曜）
「ほっとふくい」（ftb／1・3土曜）
「まちかど県政」（FBC、ftb／日曜）
「グラフふくい」（毎月10日発行）

新　　　聞
テレビ番組
　　〃
　　〃
広　報　誌

※ラジオやインター
　ネットでも提供中。

県広報課
0776-20-0220

県広報課
お問合わせ

健康長寿の福井

陽子線がん治療センター開設！！

陽子線の特長（メリット）
①がん病巣に集中照射するので、治療効果が高く、正常組織への障害が少ない
②体の機能や形が損なわれることが少ない
③手術に比べ体にかかる負担が少ない（高齢の方にも優しい治療）
④放射線の影響を受けやすい器官の近くにある病巣に対しても治療が可能
⑤通院で治療できるため、勤務しながら治療が可能

★「お子様用遊び場」では、お子様が喜ぶよ
うな絵本などを用意しています。

★小児科受診時はもちろん、小児科以外の
受診時にも、お子様連れのときは、ぜひ
ご利用ください。

★なお、お子様に安心して
遊んでいただけるよう
「お子様用遊び場」をご
利用されるお子様とその
保護者以外のご利用は
ご遠慮願います。

待ち時間には、２階小児科外来前「お子様用遊び場」をご利用ください!!

　当日は雪が降る悪天候にもかかわらず、
AOSSAの県民ホールで行われた講演に
350人の方にご来場いただきました。
　当院腫瘍内科河合泰一医長および陽子線
がん治療センター準備室山本和高技幹か
ら、不安なく、安心して受けていただける最
新のがん治療について、分かりやすくお話し
いたしました。

○難しい言葉も簡単な言葉で言い換えていただき、わかりやすかった。

○陽子線がん治療センターや陽子線治療について、理解が深まった。

「最高のがん治療をあなたに － 陽子線治療開始を前に －」
を行いました。

（参加者からのご意見）
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